
  

■CK-MB測定法とその現状 

 

CK-MB は心筋トロポニン、ミオグロビン、H-FABP

等とともに心筋障害メーカーとして急性心筋梗塞の

診断に汎用されている。CK-MB の日常測定法には活

性測定(免疫阻害法)、蛋白量測定（免疫学的方法）

および電気泳動法がある。 

 米臨床生化学アカデミーのガイドライン（２００

７）は心筋トロポニンを急性心筋梗塞診断の第一選

択肢、CK-MB蛋白量を第二選択肢とし、CK-MB活性や

他の逸脱酵素は急性心筋梗塞の診断に選択すべきで

はないとされている。このため、欧米では蛋白量測

定がCK-MB測定法の主流である。わが国では、汎用

自動分析装置を使用して反応時間 10 分間で測定で

きるCK-MB活性測定が多用されている。 

CK-MB 活性は免疫阻害法の原理によって測定され

ているが、アデニル酸キナーゼ（AK）の副反応を伴

うことや、CK-MB以外のアイソザイムやmacro CKの

活性を測り込んでしまう問題点が存在する。そのた

め、CK-MB/CK活性値比を利用してCK-MB活性の偽高

値を判別した上で測定結果を臨床医に報告する必要

がある。 

一方、CK-MB への特異性が高い蛋白量測定は化学

発光免疫測定等を原理とするため、専用の分析装置

が必要になり、反応時間も15～20分を要する。その

ため、わが国では蛋白量測定を行っている施設は少

ない。 

 

■ラテックス法試薬の開発 

 

 我々は汎用自動分析装置に適応可能で且つ特異性

が高いCK-MB測定試薬の構築を目的として、ラテッ

クス凝集法を原理とするCK-MB蛋白量測定試薬を開

発した。このラテックス法試薬にはCK-MBに特異的

なモノクローナル抗体（２種類）と当社独自の技術

により、汎用自動分析装置で、簡便・迅速・特異的

にCK-MB蛋白量を測定することが可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 ： 富士経済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆転していませんか、CK-MB 
 

～ 生化学分析装置で測定可能な蛋白定量法 ～ 

 
○高橋 かおり （和光純薬工業株式会社） 
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バイオマーカー検査件数 

ラテックス凝集法によるＣＫ-ＭＢ測定試薬 

 「Ｌタイプワコー ＣＫ-ＭＢ mass」の測定原理 



■ラテックス法試薬の基本性能 

 

 日立7180形自動分析装置を用いて新規CK-MB蛋白

量測定試薬の基本性能を検証した。同時再現性

(n=20)は、CK-MB 濃度 5.0ng/mL、10.9ng/mL、

52.8ng/mLにおいて、それぞれCV(%)が3.8％、2.2％、

1.6％であった。CK-MB 濃度180ng/mL まで直線性が

得られた。共存物質の影響も特に認められなかった。

また、アイソザイムの特異性については、CK-MM に

対する交差反応は認められず、CK-BB に対する交差

反応もほとんど認められなかった。本法とスフィア

ライトCK-MB（化学発光酵素免疫法：和光純薬工業）

の相関係数r=0.997、回帰式y=0.980x-0.57 であっ

た。また、本法と免疫阻害法（Ａ社）との相関係数

r=0.944、回帰式y=1.193x-18.1、免疫阻害法(Ｂ社）

との相関係数r=0.989、y=0.973x-5.3であった。 

 

 

■まとめ 

 

 ラテックス凝集法に基づくCK-MB蛋白量測定試薬

「Ｌタイプワコー CK-MB mass」はCK-MBに対する特

異性が高く、しかも汎用自動分析装置を用いて 10

分間で測定できることから、胸痛患者の緊急検査法

として役立つことが期待される。 

 

 

本日は、活性測定法(免疫阻害法)、蛋白定量法（化

学発光法）、ラテックス法での測定値を比較し、活性

測定法（免疫阻害法）での非特異的な反応事例を挙

げながら、ラテックス法の有用性について述べる。 

 

 

 

 

 

 

資料請求先：03（3270）9134  

            和光純薬工業株式会社 
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 同時再現性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CK-MB活性法と蛋白量との血清相関 ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  CK-BB事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

ng/mL

N 20 20 20

Average 5.0 10.9 52.8

Range 0.9 1.0 2.7

Max 5.5 11.6 54.3

Min 4.6 10.6 51.6

SD 0.19 0.24 0.83

CV(%) 3.8% 2.2% 1.6%
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